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７
月
１
日
㈪
か
ら
、
市
庁
舎
を
は

じ
め
と
す
る
小・中
学
校
、
市
立
病
院
、

児
童
福
祉
施
設
、
社
会
教
育
施
設
な

ど
の
敷
地
内
を
શ
໘
ې
Ԏ
と
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
７
月
1
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
健
康
増
進
法
の
一
部
改
正
お
よ

び
、
3
月
20
日
公
布
の
大
阪
府
受
動

喫
煙
防
止
条
例
を
受
け
、
利
用
者
が

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
の
防
止
お
よ
び
、

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響
が
大
き

い
子
ど
も
、
患
者
な
ど
へ
の
配
慮
と

い
っ
た
法
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た

も
の
で
す
。

　

な
お
、
各
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い

る
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
、
灰
皿
な
ど
に
つ

い
て
は
、
7
月
1
日
以
降
は
使
用
禁

止
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

໰
߹　
資
産
活
用
課（
市
役
所
４
階
）

　
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
と
は
、

市
内
の
小
・
中
学
校
に
在
籍
し
、
心

身
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
で
、
所
得
が
認
定
基
準
以
下
の

人
を
対
象
に
、
児
童
生
徒
の
就
学
に

要
す
る
経
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
必
要
な
援
助
を
行
う
制
度
で
す
。

　

小
学
校
お
よ
び
中
学
校
で
の
学
習

に
か
か
る
学
用
品
費
、
通
学
用
品
費

な
ど
の
一
部
が
援
助
さ
れ
ま
す
（
上
限

あ
り
）。

　

お
知
ら
せ
と
申
請
書
は
６
月
下
旬

に
全
児
童
・
生
徒
に
学
校
を
通
じ
て

配
布
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

受
付
期
間
を
過
ぎ
て
も
受
け
付
け
し

ま
す
が
（
途
中
転
入
を
含
む
）、
認
定

は
申
請
さ
れ
た
月
ま
た
は
翌
月
か
ら

と
な
り
、
支
給
額
は
認
定
月
か
ら
の

月
割
額
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

ड
෇
ظ
ؒ
ɾ
৔
所

▽
７
月
１
日
㈪
〜
31
日
㈬
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）
…
指
導
課
（
市
役

所
３
階
）

▽
７
月
14
日
㈰　

午
前
９
時
〜
正
午

…
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

ର
৅　
①
②
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
支
援
学
級
在
籍
の
児
童
生
徒

②
通
常
の
学
級
在
籍
の
児
童
生
徒
で

学
校
教
育
法
施
行
令
第
22
条
の
３
に

規
定
す
る
障
が
い
の
程
度
に
該
当
す

る
児
童
生
徒

※
た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
者
、
就

学
援
助
金
認
定
者
の
人
は
、
重
複
し

て
受
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

໰
߹　
指
導
課（
市
役
所
３
階
）

　

市
で
は
、
適
正
な
土
地
利
用
の
誘

導
を
図
る
た
め
、
用
途
地
域
の
変
更

に
向
け
た
見
直
し
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、旭
町
、森
町
一
丁
目
、

千
原
町
一
丁
目
、
二
丁
目
、
曽
根
町

一
丁
目
、
二
丁
目
、
二
田
町
一
丁
目
、

二
丁
目
お
よ
び
松
之
浜
町
一
丁
目
の

そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
の
地
区
に
お
い
て
、

都
市
計
画
変
更
に
向
け
た
手
続
き
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

೔
　࣌
７
月
18
日
㈭　
午
後
７
時

৔
所　
職
員
会
館
３
階（
市
役
所
横
）

ਃ
　ࠐ

７
月
17
日
㈬
午
後
５
時
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み
。
※
フ
ァ
ク
ス

で
の
申
し
込
み
は
、
代
表
者
名
と
参

加
人
数
、
連
絡
先
を
記
入
の
う
え
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

ਃ
ࠐ
ɾ
໰
߹　

都
市
づ
く
り
政
策

課
（
市
役
所
２
階
24
番
窓
口　

☎

33
・
９
３
２
０　

フ
ァ
ク
ス
22
・

６
０
４
０
）

　

助
松
公
園
プ
ー
ル
は
、
学
校
の
授

業
日
や
一
般
開
放
日
以
外
は
貸
し
切

り
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
社
な
ど
で
水
泳
大
会
、
体
験
ダ
イ

ビ
ン
グ
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
な
ど
で
利

用
し
ま
せ
ん
か
？
た
だ
し
、
周
り
の

住
宅
に
迷
惑
の
か
か
る
行
為
や
、
施

設
お
よ
び
水
を
汚
す
行
為
は
で
き
ま

せ
ん
。

ར
༻
Մ
ೳ
೔
　࣌

７
月
8
日
㈪
〜
18

日
㈭
ま
で
の
平
日
と
8
月
19
日
㈪
〜

23
日
㈮
ま
で
（
学
校
の
授
業
日
を
除

く
）　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

ྉ
　ۚ

▽
午
前
…
6
万
円　

▽
午
後

…
12
万
円　
▽
全
日
…
18
万
円

※
幼
児
用
プ
ー
ル
の
み
の
料
金
設
定

も
あ
り
ま
す
。

※
地
域
の
団
体(

自
治
会
な
ど)

で
利

用
す
る
場
合
、
目
的
・
内
容
な
ど
に

よ
り
減
額
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ਃ
　ࠐ
都
市
づ
く
り
政
策
課
ま
で
事

前
申
請
が
必
要
。
利
用
を
検
討
し
て

い
る
人
は
、
必
ず
ご
相
談
を
お
願
い

し
ま
す
。

໰
߹　
都
市
づ
く
り
政
策
課
み
ど
り

推
進
係（
市
役
所
２
階
24
番
窓
口
）
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˙෎಺Ͱ৽ͨʹۀࣄΛ࢝ΊΔਓɺ·ͨ͸ɺۀࣄ։࢝後�೥
ະຬͷਓΛԠԉ͠·͢ɻʙେࡕ෎ͷ։ۀαϙʔτۚࢿʙ
　府では、府内での創業を支援するため「開業サポート資
金」を実施しています。特に、多様な起業家の育成に向け、
女性・若者・シニア・UIJターン該当者の金利を引下げる
とともに、「地域支援ネットワーク型（※）」の金利や保証料
を一般の開業資金よりも低く設定し、自己資
金要件の緩和なども行っています。
※融資後３年間、商工会・商工会議所・大阪
産業局、金融機関の経営サポートがあります。
▷女性・若者・シニア・UIJターンの要件
女性　事業主が女性であること。
若者　事業主が受付時点で35歳未満であること。
シニア　事業主が受付時点で55歳以上であること。
UIJターン該当者　受付時の1年以内に東京圏（東京都、埼
玉県、千葉県、神奈川県、茨城県）に在住していた人が、
府内で創業するものであること。
˙෎಺தখऀۀاͷh ઃඋ౤ࢿ ΛɦԠԉ͠·͢ɻʙେࡕ෎ͷ
ઃඋ౤ࢿԠԉ༥ࢿʙ
⑴ 設備投資応援融資〔保証協会保証付〕
資金使途　設備資金・設備に付随する運転資金
（設備資金の1/2以内）
融資限度額　2億円(うち無担保8,000万円）
融資期間　10年以内（無担保）　20年以内（有担保）
金利　年1.2％以下の固定
保証料　９段階別信用保証料（0.35％～ 1.9％）
※国の「経営力向上計画」「先端設備等導入計画」の実施に必
要となる設備は、一律年0.7％で利用可能です。
⑵ 金融機関提案型〔設備投資特別枠〕
　金融機関からの提案による設備投資を対象とした融資で
す。金利、その他の要件などは金融機関が決定。
　その他、利用要件などの詳細についてはホームページを
ご覧ください。

■府立南大阪高等職業技術専門校　生徒募集・見学会開催
　通信・製造化学・整備分野の技能者の育成を目指して職
業訓練を実施しています。このたび、令和元年10月入校の
生徒を募集するとともに見学会を開催します。
募集期間　7月1日㈪～ 8月5日㈪　ハローワークにて願書
受付（8月選考）※9月選考、10月選考もあり
定員　空調設備科　30人（18歳以上）
見学会　7月23日㈫　見学会および体験実習
7月11日㈭、8月5日㈪、9月6日㈮、9月20日㈮　見学会
のみ

※各日とも午後1時30分開始
※事前申込不要
所在地　和泉市テクノステージ2－3－5（泉北高速鉄道和
泉中央駅より南海バス「テクノステージセンター前・和泉
商工会議所」下車）

■「STOP！熱中症　クールワークキャンペーン」実施中
　職場における熱中症で亡くなる人は、毎年全国で10人
以上にのぼり、4日以上仕事を休む人は、400人を超えて
います。
　大阪労働局では、9月末までの間、「STOP ！熱中症　
クールワークキャンペーン」を展開して熱中症予防対策を
進めており、特に暑さが本格化する7月は重点取組期間と
しています。
▶暑さ指数（WBGT値）を随時測定し、WBGT基準値に応
じた対策を！
▶涼しい場所で十分に休憩を取り、ゆっくり身体を慣らす
「熱への順化」を心がけましょう！
▶水分・塩分はこまめに摂取！
▶管理者・作業員同士お互いの健康状態をよく確認！

■大阪府総合労働事務所「労働相談」のご案内
　府では、職場でのトラブルを防止するため、労働契約や
労働条件に関する問題、労働組合や団体交渉に関する問
題、職場のハラスメント（セクハラ・パワハラなど）に関す
る問題および就業規則や人事労務管理に関する問題など、
働く人たちや使用者の皆さんからのさまざまな労働相談を
お受けしています。
■相談窓口・日程・相談

■労働関係情報メール配信サービスのご案内
　労働問題、職場のハラスメント防止、職場の健康管理、
ワーク・ライフ・バランスなど労働関係の地域セミナーや
就職応援イベントなどの情報を随時お届け
します。（登録無料）メールマガジンの登録
は、「労働関係情報メール」で検索、または
こちらから→

େࡕ෎঎޻࿑ಇ෦தখࢧۀاԉࣨۚ༥՝੍౓༥ࢿ
άϧʔϓ͔Βͷ͓஌Βͤʢὸ ��ɾ����ɾ����ʣ

ઘେ௡࿑ಇج४؂ಜॺ͔Βͷ஌Βͤ
ʢὸ ��ɾ����ʣ

େࡕ෎૯߹࿑ಇࣄ຿ॴ͔Βͷ͓஌Βͤ
ʢὸ ��ɾ����ɾ����ʣ

෎ཱೆେߴࡕ౳৬ٕۀज़ઐ໳͔ߍΒͷ͓஌Βͤ
ʢὸ ��ɾ����ʣ

大阪府総合労働事務所
（େࢢࡕதԝ۠ɾఱຬڮʣ

ὸ��ɾ����ɾ����（࿑ಇ૬ஊʣ
ὸ��ɾ����ɾ����

（ηΫϋϥɾঁੑ૬ஊʣ

相談窓口

南大阪センター
ɾ๟ʣࢢࡖ）

ὸ���ɾ���ɾ����（࿑ಇ૬ஊʣ
ὸ���ɾ���ɾ����

（ηΫϋϥɾঁੑ૬ஊʣ

日常相談 夜間相談（祝日の
場合翌日実施）

݄༵೔ʙ
༵ۚ೔

લޕ � ࣌
ʙޙޕ �
࣌ �� ෼

ୈ �ɾ�ɾ�ɾ�
໦༵೔

ޙޕ � ࣌·Ͱ

　ୈ � ໦༵೔　
ޙޕ � ࣌·Ͱ

͋Β͔͡Ί৬һ
ʹΑΔ૬ஊΛܦ
ͨ͏͑Ͱɺࣄલ
༧໿ʹΑΓ࣮ࢪ
͍ͯ͠·͢ɻ

弁護士・社会保険
労務士による相談

˞ηΫϋϥ૬ஊʹ͍ͭͯ͸ɺঁੑ͕૬ஊ͠΍͍͢Α͏ɺঁੑ૬ஊһ΋഑ஔ͍ͯ͠
·͢ɻ

↑詳しくは
ホームページへ

↑詳しくは
ホームページへ
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市
で
は
第
７
期
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

き
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
実
施
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

α
ồ
Ϗ
ε
の
छ
　ྨ

①
混
合
型
特
定

施
設
入
居
者
生
活
介
護
92
床
分
（
令
和

２
年
４
月
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
）

②
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

１
か
所
（
令
和
２
年
度
中
に
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
開
始
）

ਃ
੥
ظ
　ؒ

①
７
月
１
日
㈪
〜
31
日

㈬　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

②
８
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮　

午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

な
お
、
事
前
連
絡
が
必
要
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ਃ
੥
ɾ
໰
߹　
高
齢
介
護
課
（
市
役
所

１
階
９
番
窓
口
）

　

仲
よ
し
学
級
内
で
の
運
営
補
助
員

（
子
ど
も
の
遊
び
の
補
助
な
ど
）
の
登

録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

௞
　ۚ
時
給
９
8
０
円

ۈ
຿
࣌
　ؒ

土
曜
日
や
小
学
校
休
校

日
の
み
の
勤
務
（
小
学
校
の
長
期
休
業

な
ど
）

■
土
曜
日　

①
午
前
８
時
〜
午
後
１

時　

②
午
後
1
時
〜
6
時　

の
ど
ち

ら
か
の
勤
務

■
春
休
み
・
夏
休
み
・
冬
休
み
期
間

午
前
８
時
〜
午
後
６
時
の
間
の
３
〜

５
時
間
程
度（
シ
フ
ト
制
）

※
月
２
回
、
週
１
回
で
も
可
。

※
夏
休
み
・
土
曜
日
の
み
の
勤
務
も

可
。

※
子
育
て
が
一
段
落
し
た
主
婦
の
人
、

教
員
を
目
指
し
て
い
る
学
生
さ
ん
な

ど
多
く
の
人
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ਃ
ࠐ
ɾ
໰
߹　

面
接
時
間
を
事
前
予

約
の
う
え
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を

持
参
し
て
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
課
（
市
役

所
３
階
）へ

ೖ
ձ
આ
໌
ձ

೔
　࣌

７
月
19
日
㈮　

午
後
１
時
30

分
〜

৔
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ର
৅　

市
内
在
住
で
、
原
則
60
歳
以

上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

໰
߹　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
０
０
７
）

˙
ߤ
ۭ
ֶ
ੜ　
▽
各
種
航
空
機
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
な
ど
の
養
成　

▽
入
隊
後

6
年
で
幹
部
に
任
官（
最
短
の
場
合
）

Ԡ
ื
ࢿ
　֨

海
上
自
衛
隊　

▽
日
本

国
籍
を
有
す
る
高
卒
者
（
見
込
含
む
）

▽
高
専
3
年
次
終
了
者
（
見
込
含
む
）

▽
18
歳
以
上
21
歳
未
満

ड
෇
ظ
　ؒ

7
月
1
日
㈪
〜
9
月
6

日
㈮

ࢼ
ݧ
೔　
9
月
16
日
㈷

˙
Ұ
ൠ
૤
ީ
ิ
ੜớ
ඇ
೚
ظ
੍
Ờ

▽
陸
・
海
・
空
の
各
部
隊
の
中
核
と

な
る
「
曹
」
を
目
指
す　

▽
各
部
隊

の
中
核
と
な
る
自
衛
官
を
育
成

Ԡ
ื
ࢿ
　֨

日
本
国
籍
を
有
す
る
18

歳
以
上
27
歳
未
満

ड
෇
ظ
　ؒ

7
月
1
日
㈪
〜
9
月
6

日
㈮

Ұ
࣍
ࢼ
　ݧ
9
月
20
日
㈮
〜
22
日
㈰

※
期
間
中
の
１
日

˙
ࣗ
Ӵ
׭
ީ
ิ
ੜớ
೚
ظ
੍
Ờ

▽
所
要
の
教
育
を
経
て
、
3
か
月
後

に
2
等
陸
・
海
・
空
士
に
任
用

Ԡ
ื
ࢿ
　֨

日
本
国
籍
を
有
す
る
18

歳
以
上
32
歳
未
満

ड
෇
ظ
　ؒ

年
間
を
通
じ
て
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
※
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

໰
߹　
自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部　

岸
和
田
地
域
事
務
所
（
☎
０
７
２
・
４

２
６
・
０
９
０
２
）

ω
Π
ς
ỹ
ϒ
の
ߨ
ࢣ
ͱ
ָ
͠
͘
ֶ
ͼ

·
ͤ
Μ
͔
ʂ

೔
　࣌

▽
幼
児
英
会
話
教
室
…
月
曜

日　
午
後
５
時
45
分
〜
（
50
分
）　
▽

ハ
ン
グ
ル
講
座
…
水
曜
日　

午
後
７

時
30
分
〜
（
90
分
）、
そ
の
他
の
ク
ラ

ス
は
要
問
い
合
わ
せ

※
新
ク
ラ
ス
開
講
の
場
合
、
曜
日
や

時
間
な
ど
希
望
考
慮
の
う
え
決
定
、

仏
・
独
・
伊
語
も
募
集
中

৔
所　
春
日
町
自
治
会
館
と
下
之
町

自
治
会
館

ఆ
һ　
７
人（
幼
児
は
５
人
）

අ
༻　

１
回
１
２
０
０
円
〜
１
５
０

０
円（
見
学
は
１
回
無
料
で
す
）

ਃ
ࠐ
ɾ
໰
߹　
N
P
O
法
人
岸
和
田

国
際
交
流
協
会（
☎
０
７
２
・
４
４
５
・

０
５
３
３
）

հ
護
保
ݥ
α
ồ
Ϗ
ε
࣮
ࢪ

ࣄ
ۀ
者
ื
ू

஥
Α
͠
ֶ
ڃ
ࢦ
ಋ
һ
ิ
ॿ
һ

	

ε
ϙ
ỽ
τ
Ξ
ϧ
ό
Π
τ


の
ื
ू

ࣗ
Ӵ
׭
の
ื
ू

γ
ϧ
ό
ồ
ਓ
ࡐ
η
ϯ
λ
ồ
ʹ

ొ
࿥
͠
ͯ
ब
ۀ
͠
ͯ
Έ
·
ͤ
Μ
͔

ӳ
ޠ
ɾ
ϋ
ϯ
ά
ϧ
ߨ
࠲
と
༮
ࣇ
ɾ

ࢠ
Ͳ
΋
ӳ
ձ
࿩
ڭ
ࣨ

　関西国際空港には、「KIX ってどんな空港？どんな飛行機が来ているの？」に答える、「わくわく関空見学プラン」とい
う見学ツアーがあります。 「新・関空の裏側探検コース」では、関空展望ホール「Sky View」をバスで出発し、通常は立
ち入ることの出来ない保安区域に入って、空港を支える裏方の施設を車窓見学できます。風向きや離着陸状況によって
は、飛行機を間近でご覧いただけることも。また、団体のお客様向けに、機内食の製造過程を見学できる「機内食工場
コース」や、空港でのお仕事や飛行機にまつわる知識を深めることのできる「スカイミュージアムツアー」もご用意して
います。ご家族やお友達をお誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください。

わくわく関空見学プラン

　

平
日
の
開
庁
時
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
受
け
取
り
が
で
き
な
い
人

に
対
し
て
、
日
曜
日
に
交
付
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
※
ご
本
人
の
来

庁
が
原
則
で
す
。

೔
　࣌

７
月
28
日
㈰　

午
前
９
時
〜

正
午

ަ
෇
৔
所　
市
民
課

࣋
෺　
交
付
通
知
書（
は
が
き
）、
通
知

カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
人
の
み
）

໰
߹　
市
民
課
（
市
役
所
１
階
４
番
窓

口
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
全

国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
（
住
民
票
の

写
し
、
課
税（
所
得
）証
明
書
、
印
鑑
登

録
証
明
書
な
ど
）が
取
得
で
き
ま
す
。

ར
༻
Ͱ
͖
Δ
ਓɹ
本
市
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
15
歳
以
上
の
人
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
利
用
者
証
明
用

電
子
証
明
書
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
も

の
）を
お
持
ち
の
人

ར
༻
࣌
　ؒ

平
日
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
と
も
午
前
６
時
30
分
〜
午
後
11

時
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
お
よ
び
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
日
は
除
く
）

ừ
͝
஫
ҙ
͘
ͩ
͞
͍
Ử　
市
外
に
本
籍

地
が
あ
る
人
の
戸
籍
謄
抄
本
証
明
書

お
よ
び
戸
籍
の
附
票
の
写
し
は
、「
利

用
者
登
録
申
請
」
が
必
要
で
す
。

※
本
籍
地
が
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
な
い
場
合
は
、
ご

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
本
籍
地
の
あ
る
市
区

町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
公
園
墓
地
（
板
原
５
丁
目
）
は
、
昭

和
63
年
12
月
8
日
使
用
開
始
分
よ
り

募
集
を
開
始
し
、
今
年
で
30
年
を
迎

え
ま
す
。

　

使
用
開
始
日
よ
り
30
年
を
経
過
し

た
時
点
で
の
返
還
時
の
還
付
金
が
0

円
と
な
り
ま
す
の
で
、
墓
地
の
返
還

を
検
討
さ
れ
て
い
る
人
は
、
お
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

໰
߹　
市
民
課
（
市
役
所
１
階
４
番
窓

口
）

　
公
園
墓
地
（
板
原
町
5
丁
目
）
の
墓

地
区
画
の
中
に
、
雑
草
が
多
く
生
え
て

い
る
と
こ
ろ（
特
に
未
使
用
区
画
）が
あ

り
、
こ
の
た
め
、
墓
地
内
の
美
観
が
損

な
わ
れ
、
ま
た
周
囲
の
使
用
区
画
や
墓

参
り
さ
れ
る
人
に
ご
迷
惑
を
か
け
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ

る
人
は
、
墓
地
に
お
越
し
の
う
え
、
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
と
泉
大
津
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
、「
墓
地
の
適
正
な

管
理
の
推
進
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
て
い
ま
す
。
墓
地
管
理
や
除
草

が
困
難
な
人
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
☎
23
・
１
０
０
７
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

໰
߹　
市
民
課
（
市
役
所
１
階
４
番
窓

口
）

　

７
月
10
日
㈬
〜
12
日
㈮
の
間
、
市

営
火
葬
場
「
ゆ
う
し
お
」
の
火
葬
炉

の
修
理
点
検
を
実
施
す
る
た
め
、
ペ
ッ

ト
の
単
体
火
葬
の
受
け
付
け
が
不
可

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
複
数
火
葬
の

受
け
付
け
は
、
修
理
点
検
期
間
中
も

通
常
通
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
13
日
㈯
か
ら
の
受
け

付
け
は
左
記
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

ਃ
　ࠐ

市
営
火
葬
場　

ゆ
う
し
お

（
汐
見
町
１
０
４
番
地
７
号　

☎
20
・

６
３
３
５
）

໰
߹　
市
民
課
（
市
役
所
1
階
4
番
窓

口
）

　

強
い
毒
牙
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、

攻
撃
性
の
な
い
お
と
な
し
い
ク
モ
で

す
。
素
手
で
触
ら
な
い
限
り
咬
ま
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
咬
ま
れ
て

も
あ
わ
て
ず
医
療
機
関
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

ੜ
ଉ
͠
ͦ
͏
ͳ
৔
所
ͱ
஫
ҙ
఺

　

花
壇
ま
わ
り
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
く
ぼ

み
や
穴
、
排
水
溝
の
側
面
や
ふ
た
の

裏
、
墓
石
の
す
き
間
な
ど
に
生
息
し

て
い
ま
す
。
巣
を
は
ら
せ
な
い
た
め

に
、
こ
ま
め
に
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
屋
外
で
の
作
業
に
は
軍
手
な

ど
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

直
接
手
で
触
ら
ず
市
販
の
家
庭
用

殺
虫
剤
で
駆
除
し
て
く
だ
さ
い
。
卵

の
う
に
は
薬
剤
が
効
か
な
い
の
で
、

踏
み
潰
し
て
く
だ
さ
い
。

ᄐ
·
Ε
ͨ
࣌
の
ॲ
ஔ

　

余
分
な
毒
を
温
水
や
石
け
ん
水
で

洗
い
落
と
し
ま
す
。
多
少
出
血
が
あ
っ

て
も
、
包
帯
や
止
血
帯
は
し
な
い
ほ

う
が
い
い
で
し
ょ
う
。
で
き
る
だ
け

早
く
病
院
に
行
っ
て
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

໰
߹　

和
泉
保
健
所
（
☎
41
・
１
３

４
２
）
ま
た
は
環
境
課
（
市
役
所
２

階
21
番
窓
口
）

ớủ
市
役
所
͔
Β
の
͓
஌
Β
ͤ
Ứの
ଓ
͖
Ờ

Ϛ
Π
φ
ϯ
ό
ồ
Χ
ồ
υ
೔
༵
೔

ަ
෇
૭
ޱ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ϖ
ỽ
τ
Ր
૴
の
ड
෇
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ެ
Ԃ
ุ
஍
࢖
༻
者
の
օ
͞
Μ
΁

ެ
Ԃ
ุ
஍
の
ุ
஍
۠
ը
の

আ
૲
ʹ
ͭ
͍
ͯ

η
Ξ
Χ
ΰ
έ
ά
Ϟ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

Ϛ
Π
φ
ϯ
ό
ồ
Χ
ồ
υ
Ͱ
の
ূ
໌

ॻ
の
ί
ϯ
Ϗ
χ
ަ
෇
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　公募型プロポーザルを実施した結果、７月１日㈪から「特定非営利活動法人シンフォ
ニー」がおづぷらざの管理運営事業者となりました。今後も引き続き、おづぷらざを
ぜひご利用ください。
【特定非営利活動法人シンフォニー】
　阪神・淡路大震災時のボランティアを母体に誕生したまちづくり系の中間支援組織
で、ボランティア団体支援、地域活性化に取り組んでいます。私たちは、経験・ノウハウ・ネットワークをフル活用し、
泉大津市の地域活動を全力でサポートしていきます。　　　　　　　　　　　　　問合　市民協働推進課（市役所４階）

おづぷらざ（泉大津市市民活動支援センター）の管理運営事業者が決定

ηΞΧΰέάϞ
黒色でおしりに
赤い模様があり
ます
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ロ
ボ
ッ
ト
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
可
能

性
が
あ
り
、
活
用
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。「
機
能
価
値
」
と
「
感
性

価
値
」
を
両
立
さ
せ
た
ロ
ボ
ッ
ト
シ

ス
テ
ム
を
日
々
追
究
し
て
い
る
小
西

社
長
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

೔
　࣌

７
月
16
日
㈫　

午
後
７
時
〜

９
時

৔
所　
泉
大
津
商
工
会
議
所
２
階
大

ホ
ー
ル

ఆ
һ　
先
着
30
人

ς
ồ
Ϛ　
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
可
能
性
に
つ
い
て

ߨ
　ࢣ
小
西
康
晴
氏
（
生
野
金
属
㈱
代

表
取
締
役
、　
㈱
ロ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役
）

ਃ
ࠐ
ɾ
໰
߹　

泉
大
津
商
工
会
議
所 

経
営
交
流
会（
☎
23
・
１
１
１
１
）

　

初
心
者
も
経
験
者
も
、
み
ん
な
で

将
棋
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

೔
　࣌
毎
月
第
２・
４
日
曜
日　
午
後

１
時
〜
４
時
30
分（
途
中
入
退
室
可
）

৔
所　
北
公
民
館

ର
৅　
市
内
の
小
学
生
・
中
学
生

ߨ
　ࢣ

泉
大
津
将
棋
同
好
会
有
志　

ほ
か

໰
߹　

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９
３
）

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
に
こ
に
こ
」

が
毎
月
第
2
木
曜
日
に
傾
聴
を
始
め

ま
す
。

೔
　࣌

7
月
11
日
㈭
、
8
月
8
日
㈭

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

৔
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
4
階 

ロ

ビ
ー

ର
৅　
市
内
在
住
の
人

໰
߹　

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９
３
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人

が
誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、「
コ
ー
ス
タ
ー
（
2
個
組
）」

も
作
製
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
と
一
緒
に
お
話
し
し
な
が
ら
作
製

し
ま
せ
ん
か
。

೔
　࣌

7
月
23
日
㈫　

午
後
1
時
30

分
〜
4
時　
※ 

毎
月
第
４
火
曜
日
開

催
中

৔
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

ఆ
һ　
「
コ
ー
ス
タ
ー
（
2
個
組
）」

作
製
は
先
着
25
人（
完
全
予
約
制
）

ࡐ
ྉ
අ　
３
０
０
円

໰
߹　

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９
３
）

�
݄
౓ɹ
ઘ
େ
௡
঎
޻
ձ
ٞ
ॴ

ܦ
Ӧ
ަ
ྲྀ
ձ
ެ
։
ྫ
ձ
։
࠵
ʂ

Ϙ
ϥ
ϯ
ς
ỹ
Ξ
α
ϩ
ϯ

ủ
ϋ
ồ
τ
ͪ
Ỵ
Μ
Ứ

　今年は新元号令和が始まったことも
あり、「大津おどり★ REIWA★盆ダン
ス」が披露されます。また「大津おど
り」の歌詞を子どもたちから募集し、
沢山の応募の中から選ばれた優秀作品
の表彰と歌の披露がおこなわれます。
日時　7月 13 日㈯　午後 5時 45 分
～ 9時 30分　※雨天時は中止
場所　東雲公園
内容　民踊・あびこ踊り・大津おどり・
河内音頭・模擬店など
※開催中、音響などでご迷惑をおかけ
しますが、ご理解とご協力をお願いし
ます。
※無形民俗文化財に指定されている
「あびこ踊り」「大津おどり」それぞれ
の保存会では、会員を募集しています。
問合　あびこ踊り保存会　大塚（☎33
・6464）、大津おどり保存会　甘佐（☎
32・4914）

　「明治から令和まで吹奏楽で振り返
る150年」と題し、吹奏楽で各時代に
おけるあの頃あの歌を取り上げ皆さん
にお届けします。
日時　7月 14日㈰　昼…開演午後 1
時（開場午後０時30分）、夜…開演午
後5時（開場午後4時 30分）
場所　テクスピアホール
入場料　無料。入場にはチケット必要
指揮者　上村和義氏（当楽団常任指揮
者）
主な曲目　ボヘミアンラプソディ、「あ
んたがたどこさ」の主題による幻想曲、
レトロ歌謡曲集　他
※チケットは当日（昼…正午～、夜…
午後4時～）配布
問合　生涯学習課（市役所３階）

堺泉北港クルーズ乗船参加者募集！
～港の歴史と今を感じませんか～
　泉大津市を支える港がこれまで歩ん
できた歴史と今の姿を身近に感じ取れ
る絶好の機会として、市民360人を無
料でクルージングに招待します。
日時　8月 24日㈯

場所　堺泉北港なぎさ公園周辺（なぎ
さ町８－１）※会場周辺に駐車場はあ
りません。南海「泉大津駅」から無料
シャトルバスをご利用ください。
参加費　無料（要事前申し込み）
定員　各便につき120人（定員を超え
た場合は抽選となります）
出航時間　▷第1便　午前 11時　▷
第2便　午後0時30分　▷第3便　
午後2時　※航行時間は約1時間
申込方法　はがきに、代表者の氏名、住
所、電話番号、参加者全員の氏名（代
表者含め4人まで）、乗船を希望される
便、また本市に在住でない場合は、勤
務先または在学先と所在地を記入のう
え郵送。※同一の人からの申し込みは、
いずれか1便のみとなります。
応募締切　７月31日㈬（必着）
応募先　〒530－8355　㈱阪急交通
社「堺泉北港開港 50周年記念クルー
ズ」係　あて
当選者への連絡　乗船の案内を発送し
ます。応募締切から 10日後を目途に
代表者あてにお送りします。
問合　▷申込の手続き、方法に関する
こと　㈱阪急交通社　大阪団体支店営
業一課（☎06・4795・5939）
▷イベントに関すること　府港湾局経
営振興課経営振興グループ（☎ 21・
7203）※日本を代表する練習用帆船
のレプリカ船「日本丸」を使用します。

情報
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心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、

け
が
の
手
当
な
ど
、
応
急
手
当
を
習

得
で
き
る
よ
う
救
命
講
習
を
開
催
し

ま
す
。
消
防
署
か
ら
「
普
通
救
命
講

習
修
了
証
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

೔
　࣌

７
月
22
日
㈪　

午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分

৔
所　
消
防
本
部
（
池
浦
町
１
ー
９
ー

９
）

ର
৅　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

ఆ
һ　
先
着
20
人

ߨ
　ࢣ
市
消
防
本
部
救
急
救
命
士

ਃ
ࠐ
ɾ
໰
߹　

７
月
５
日
㈮
か
ら
社

協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・

１
３
９
３
）へ（
電
話
申
し
込
み
可
）

˙
Ն
ق
ಛ
ผ
ల
ủ
ന
ీ
の
Ϋ
χ
΁
Ỗ

ൃ
۷
͞
Ε
ͨ
Ҽ
഼
の
͋
͚
΅
の
Ỗ
Ứ

　

有
名
な
神
話
の
舞
台
と
な
っ
た
鳥

取
県
東
部
地
域
（
因
幡
）
は
、
日
本
海

沿
岸
地
域
の
古
代
史
を
考
え
る
上
で

大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
特

別
展
で
は
、
近
年
行
わ
れ
た
大
規
模

な
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
っ
た
新
し
い
因
幡
の
歴
史
を
掘
り

下
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
地
域
的
な

特
性
や
風
土
、
社
会
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

೔
　࣌

７
月
21
日
㈰
〜
10
月
６
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

入
館
料
が
必
要
で
す
。

৔
所
ɾ
໰
߹ɹ
弥
生
文
化
博
物
館
（
☎

46
・
２
１
６
２
）

˙
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ͱ
ͼ
ỳ
ʂ
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ồ
Ϋ
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ỽ
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虫
よ
け
効
果
の
高
い
香
り
で
、
お

肌
に
や
さ
し
い
ア
ロ
マ
虫
よ
け
ス
プ

レ
ー
を
作
り
ま
す
。

೔
　࣌

7
月
7
日
㈰　

午
前
11
時
〜

正
午

ର
৅　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
子

ど
も
は
保
護
者
同
伴

ఆ
һ　
15
組

ࢀ
Ճ
අ　

５
０
０
円
（
ア
ロ
マ
ス
プ

レ
ー
お
持
ち
帰
り
）

ߨ
　ࢣ
丸
山
真
弓
氏

ᶄ
Ϗ
ϒ
Ϧ
Φ
ό
τ
ϧ

　
参
加
者
同
士
で
本
を
紹
介
し
合
い
、

最
も
読
み
た
い
と
思
う
本
を
投
票
で

決
め
る
ゲ
ー
ム
。

೔
　࣌

７
月
21
日
㈰　

午
前
11
時
〜

正
午

ର
৅　

小
・
中
学
生
。
発
表
者
も
募

集
中
、
投
票
参
加
は
誰
で
も
可

ఆ
һ　
30
人

࢘
ձ　
安
藤
裕
恵
氏

ᶅ
ֆ
ຊ
ͱ
ࢲ
ͱ
܅
ͱ

　

子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に
絵
本
を

楽
し
み
語
り
合
い
ま
す
。
季
節
を
彩

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
。

೔
　࣌

７
月
14
日
㈰　

午
前
11
時
〜

正
午

ఆ
һ　
30
人

ֆ
ຊ
ಡ
Έ　
窪
田
貞
子
氏

<

ڞ
௨
ࣄ
߲>

　
要
事
前
申
し
込
み
で
す
。

˙
ೆ
ɹཾ
ߨ
ஊ
の
ձ
Ỗ
ո
ஊ
の
ձ
Ỗ

　
ひ
ん
や
り
怖
〜
い
怪
談
の
会
。

೔
　࣌

７
月
６
日
㈯　

午
後
６
時
〜

７
時

ର
৅　
誰
で
も
参
加
可
（
未
就
学
児
不

可
）

ఆ
һ　
30
人

ࢀ
Ճ
අ　
５
０
０
円

ग़
ԋ　
旭
堂
南
龍
氏

ਃ
　ࠐ
要
事
前
予
約

˙
ϓ
ϩ
ά
ϥ
ϛ
ϯ
ά
ڭ
ࣨ
ɾ
ࣗ
෼
ͩ

͚
の
ή
ồ
Ϝ
Λ
࡞
Ζ
͏
ʂ

　

手
の
ひ
ら
パ
ソ
コ
ンIchigoJam

を
使
っ
て
、
本
格
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
体
験
で
き
ま
す
。

೔
　࣌

7
月
14
日
㈰　

①
午
前
10
時

〜
午
後
１
時　
②
午
後
２
時
〜
5
時

ର
৅　
小
学
５・６
年
生
、
中
学
生（
保

護
者
見
学
可
）

ఆ
һ　

各
回
先
着
15
人
（
残
席
わ
ず

か
）

ڭ
ࡐ
අ　
２
５
０
０
円
（
ゲ
ー
ム
１
つ

持
帰
り
）

ߨ
　ࢣ
都　
亜
紀
氏
（
Ｐ
Ｃ
Ｎ
南
大
阪

代
表
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

ਃ
　ࠐ
要
事
前
予
約

˙
Պ
ֶ
࣮
ݧ
ڭ
ࣨ
Ỗ<

ݪ
ࢠ
ɾ
෼
ࢠ

ͱ
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ͳ
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も
し
も
原
子
が
見
え
た
な
ら
！
空

気
の
分
子
模
型
を
作
っ
て
み
よ
う
！

೔
　࣌
７
月
27
日
㈯　
午
後
１
時
〜

ର
৅　
小
学
生
（
１・
２
年
生
は
保
護

者
同
伴
）

ఆ
һ　
40
人（
残
席
わ
ず
か
）

ࢀ
Ճ
අ　
５
０
０
円
（
分
子
模
型
持
ち

帰
り
）

ߨ
　ࢣ
音
田
輝
元
氏
（
大
阪
・
科
学
の

授
業
を
た
の
し
む
会
・
代
表
）ほ
か

˙
ୈ
63
ճ
͋
͢
ͱ
Վ
੠
α
ϩ
ϯ

ɹ

童
謡
・
唱
歌
・
叙
情
歌
や
流
行
歌

な
ど
、
思
い
出
の
曲
を
大
き
な
声
で

歌
え
ば
気
分
爽
快
！

೔
　࣌
７
月
28
日
㈰　
午
後
２
時
〜

ఆ
һ　
１
４
０
人

ࢀ
Ճ
අ　
１
０
０
０
円
（
お
茶
付
・
歌

本
代
１
０
０
０
円
別
途（
初
回
の
み
））

ग़
ԋ　

酒
井
健
太
郎
氏
、
山
本
汎
昭

氏
、
松
田
洋
子
氏

˙
ઘ
େ
௡
ࣸ
ਅ
Ϋ
ϥ
ϒɹ
ࣸ
ਅ
ల

　

泉
大
津
文
化
協
会
所
属
の
「
写
真

ク
ラ
ブ
」
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
写
真
展
。

೔
　࣌

７
月
26
日
㈮
〜
28
日
㈰　

午

前
10
時
〜
午
後
７
時
（
28
日
は
午
後
６

時
ま
で
）

˙
͋
͢
ͱ
ֆ
ຊ
の
ಡ
Έ
ޠ
Γ
ձ

೔
　࣌
７
月
28
日
㈰　
午
前
11
時
〜

ग़
ԋ　
絵
本
の
会
「
し
ぃ
ず
ん
ず
」

˙
ୈ
13
ճ
͋
͢
ͱ
ֆ
ຊ
の
ಡ
Έ
ޠ
Γ

ձɹ
Ն
ٳ
Έ
ε
ϖ
γ
Ỿ
ϧ

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ハ
ラ
ハ
ラ
・

ド
キ
ド
キ
絵
本
の
世
界
」
工
作
の
時

間
も
あ
り
ま
す
。

೔
　࣌
８
月
４
日
㈰　
午
後
２
時
〜

ର
৅　

０
歳
か
ら
の
子
ど
も
と
保
護

者ఆ
һ　
80
人

ग़
ԋ　
絵
本
の
会
「
し
ぃ
ず
ん
ず
」

ਃ
　ࠐ
要
事
前
予
約

˙
Ξ
Χ
σ
ϛ
ồ
ड
ߨ
ੜ
ื
ू
த
ʂ

　

入
会
金
無
料
！
受
講
料
３
か
月
前

納
制
。
無
料
体
験・見
学
は
一
人
１
回
。

見
学
の
み
の
講
座
も
あ
り
。

˜
ν
ἀ
ồ
Ϋ
Ξ
ồ
τ
ڭ
ࣨ

　

オ
イ
ル
パ
ス
テ
ル
を
使
っ
て
立
体

感
の
あ
る
絵
を
描
き
ま
し
ょ
う
。

೔
　࣌

７
月
19
日
、
８
月
16
日
、
９

月
20
日　

い
ず
れ
も
金
曜
日
の
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

ड
ߨ
ྉ　

４
８
６
０
円 

（
全
3
回
）、

材
料
費
は
別
途
か
か
り
ま
す
。

ߨ
　ࢣ
古
城
い
ず
み
氏

˙
Վ
͓
͏
γ
Ỿ
ϯ
ι
ϯ
ˍ
ϙ
ỽ
ϓ
ε

　

楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
大
丈
夫
。

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
表
現
豊
か
に
歌
い
ま

し
ょ
う
。

೔
　࣌
第
２
、４
土
曜
日　
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

ड
ߨ
ྉ　
９
７
２
０
円（
全
６
回
）

ߨ
　ࢣ
岸
良　
充
氏

͋
͢
と
ϗ
ồ
ϧ
の
͓
஌
Β
ͤ

ớ
ὸ
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ɾ
̒
̓
̓
̔
Ờ
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ଓ
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໻
ੜ
จ
Խ
ത
෺
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Β
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͓
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Β
ͤ
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ઘ大௡ࡏ住のかΘいい子Ͳもの
スφッϓです。

第 1弾

第２弾

おづみん LINE すたんぷおづみん LINE すたんぷおづみん LINE すたんぷ

͜のίーφーでは、খ学ߍೖ学前のお子さんのࣸ
ਅをื集しています。お子さんのࣸਅと住所・໊
前 ( ;りがな )・生೥月日・電話൪߸・保ޢ者の
ひと͜とをఴ͑、༣ૹ（˟595�8686）または
̚ϝ ー ル（kouhou!citZ.izumiotsu.osaka.Kp）
でൿॻ޿ใ課まで。

募
集NEW FACE!!

保
護
者
の

ひ
と
こ
と

ฏ੒ 30 ೥ 1 月生

              とうない    ひͼか
౻಺�ൺʑՖͪΌΜ

お࢞ͪΌんが大޷きなຓͪΌん。
஥ྑし࢞ຓの੒௕をָしみにし
ていますˑ

（੢ߓொ）

保
護
者
の

ひ
と
こ
と

ฏ੒ 24 ೥ 11 月生

                  まさき　Ώの
ਖ਼໦�༏೫ͪΌΜ

4 月からҰ೥生！ࠓ日まで͋っと
いう間だったͶ。͜れからもݩ
にすくすく育ってͶὑؾ

（ࣜ内ொ）

保
護
者
の

ひ
と
こ
と

ฏ੒ 30 ೥ 3 月生

                 おく΍ま ともき
ᇍࢁ�ஐੜͪΌΜ

イタζラっ子のͭإき！
毎日たくさんのসإを͋りがと
う。ύύもϚϚも毎日の੒௕が
ָしみ♪　　　　　　    （ॿদொ）

元気でーす！

おおつっこ

第1஄スタンプは
ͪ͜ら

第2஄スタンプは
ͪ͜ら

32 種類ずつ
あるよ！

みんな

使ってね
♥

大好評！大好評！大好評！

おづみんが泉州弁、

しゃべってるで～

★

▽
ま
ち
ぐ
る
み
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
が
オ
ー
プ
ン（
36
ペ
ー

ジ
）
！
市
内
に
は
神
社
や

お
寺
が
た
く
さ
ん
で
寺
社

仏
閣
好
き
の
私
に
と
っ
て
は
パ
ラ
ダ

イ
ス
で
す 

笑
。
皆
さ
ん
も
悠
久
の

歴
史
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
街
歩
き
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？   （
窪
）

▽
片
付
け
や
収
納
の
プ
ロ
・
コ
ジ
マ

ジ
ッ
ク
氏
が
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
！

１
０
０
円
グ
ッ
ズ
で
片
付
け
ら
れ
る

な
ん
て
、
捨
て
ら
れ
な
く
て
も
の
が

多
い
私
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い
講

演
。
超
満
員
に
な
る
こ
と
間
違
い
な

し
な
の
で
皆
さ
ん
お
早
め
に
！（
萬
）

▽
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
！
ス
ポ
ー

ツ
、
料
理
、
工
作
、
実
験
、
夏
祭
り
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
が
盛
り
だ

く
さ
ん
（
２
〜
６
ペ
ー
ジ
）。
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
よ
ね
。
私
も
子
ど
も
と
、

料
理
は
じ
め
て
み
よ
う
か
な
。（
大
）

編集後記
ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●固定資産税・都市計画税…第 2 期分
●国民健康保険料

( 普通徴収 )………………第 2 期分
●後期高齢者医療保険料

　( 普通徴収 )…………………7 月分
●介護保険料 ( 普通徴収 )……･･7 月分

市で行っている市民相談一覧（無料）市で行っている市民相談一覧（無料）休館日や相談員の都合などにより、
休みをいただく場合があります。

法律相談【要予約】予約専用電話　☎23・4400
　木曜日　市役所1階市民相談室
　※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電

話で予約受付。相談時間は午後１時からでひとり30分
間。先着8人まで。時間の指定はできません。

一般相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　☎33・1131
　第2月曜日、第4火曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
司法書士相談　☎33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　☎33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　☎33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　☎33・1131
　第3月曜日　午後1時～４時
　市役所1階市民相談室

市民生活応援窓口　☎33・9254
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階市民生活応援窓口
特設人権相談　☎33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　☎33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活センター
人権相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権くらしの相談課
児童家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階子育て応援課
ひとり親家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階子育て応援課
高齢者総合相談　☎21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　☎21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育相談　☎31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（☎26・0005）

医療相談　☎32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時　市立病院
防火相談　☎21・0119
　毎日　午前9時～午後5時　消防本部
労働相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権くらしの相談課
就労相談【要予約】　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権くらしの相談課
住宅相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所2階建築住宅課
福祉なんでも相談【要予約】☎21・0294
　第2・４金曜日 午後1時～午後3時
　地域包括支援センター
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン ☎21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権くらしの相談課 ☎33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

犯罪被害者相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室

市役所窓口業務は月～金曜日（土・日曜日、祝日と 12 月 29 日～1 月 3 日
の年末年始を除く）午前 8 時 45 分～午後 5 時 15 分まで行っています。

（日曜開庁は午前 9 時～午後 5 時）
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●市役所 ☎33･1131　FAX21･0412
●消防本部 ☎21･0119　FAX33･0531
●市立病院 ☎32･5622　FAX32･8056
●市民活動支援センター（おづぷらざ）
　　　　　　　　　　　　☎24･9016　FAX24･9017
●にんじんサロン ☎21･6555　FAX21･6555
●総合福祉センター ☎23･1390　FAX23･1394
●高齢者保健・福祉支援センター ( ベルセンター )
 ☎21･0294　FAX21･8294
●教育支援センター ☎31･4460　FAX33･7353
●図書館 ☎32･0562　FAX31･0377
●織編館 ☎31･4455　FAX31･4457
●池上曽根弥生学習館 ☎20･1841　FAX20･1866
●勤労青少年ホーム ☎32･6432　FAX32･6432
●南公民館 ☎33･1764　FAX33･1300
●北公民館 ☎23･0505　FAX23･0566
●総合体育館 ☎33･1200　FAX33･1202
●保健センター ☎33･8181　FAX33･4543
●地域子育て支援センター  　 ☎・FAX　23・0012

水・土
コース

火・金
コース

月・木
コース

可燃ごみ
収集曜日

ペットボトル・
容器包装プラスチック

カン･ビン・
せとものなど 古紙類

14 日㈬、28 日㈬

14 日㈬、28 日㈬

13 ㈫、27 日㈫

8月の資源ごみ収集日

ごみ減量に向けたスローガン

　1 人あたりの一日の可燃ごみ量
 R1.5　412.9g　 目標 368.8g

令和元年 5 月分
　　可燃ごみ量 　　　956 ㌧

目標まであと 44.1g です。

毎週金曜日

毎週木曜日

毎週月曜日

７日㈬、21 日㈬

7 日㈬、21 日㈬

6 日㈫、20 日㈫

「混ぜればごみ、分ければ資源」

　粗大ごみの収集 ( 有料制 ) をご希望の人は、粗大ごみ電話申込
センターへ電話もしくはインターネットでお申し込みください。
☎0800･123･5300 ( 通話料無料 )・☎0725･23･8522 ( 携帯 )
FAX 0800･500･5300 ( 主に聴覚障がい者などが対象 )
URL https://s-kantan.com/sodai-izumiotsu-u/

プロジェクト!!
ごみ減量に向けたスローガン

ジーゴジュウ

不要品斡旋掲示板を
使ってリユースしよ
う！出品物は市役所ま
たはHPで見られます。

泉大津市の市外局番は 0725 です。

住宅用火災警報器の相談は泉大津市消防署へ！
泉大津市消防署予防係（☎21・0119）

災害時などに、防災無線の内容が聞き取れな
かった場合、電話で聞き直すことができます。

みんなでやろう、くんれんを！
（通話料無料）




